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※1 「踏切事故」とは国土交通省鉄道局の資料（「鉄軌道輸送の安全にかかわる情報」の「用語の説明」）

によれば、「踏切障害に伴う列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火災事故並びに踏切障害事故」を

いいます。  

※2、※3 出典：国土交通省鉄道局「鉄軌道輸送の安全にかかわる情報」  

http://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk8_000001.html 

※4 運輸安全委員会では「踏切事故」である「踏切障害に伴う列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火

災事故並びに踏切障害事故」のうち、乗客・乗務員等に死亡者を生じたもの、または 5 人以上の死傷者

を生じたもの(死亡者を生じたものに限る。)、あるいは踏切遮断機が設置されていない踏切において

発生したもので死亡者を生じた事故について調査を行います。 

当該 37 件の踏切事故のうち、平成 20 年 9 月末までに発生した事故は旧航空・鉄道事故調査委員会

が、平成 20 年 10 月以降に発生した事故は運輸安全委員会が調査を行っています。 

   また、平成 26 年度から調査対象となる事故にかかる規定が改正され、踏切遮断機が設置されていな

い第三種踏切及び第四種踏切で発生した死亡事故についても調査を行うことになりました。 

   なお、調査対象となったこれらの事故の内訳は、列車脱線事故 18 件、列車火災事故 3 件、踏切障害

事故 16 件のうち、「特に異例」「死傷者 5 人以上のもの」などが 10 件、第三種、第四種踏切における

死亡事故 12 件（うち 6 件は平成 26 年度以降調査対象となった事故）となっています。 

２. 踏切事故の概要 

図 1 踏切数の推移（鉄道局資料より） 

踏切数は、平成 18 年度末と平成 26 年度末を比較すると 1,424 箇所減少しました。 

この間踏切数全体は約 4％減少しましたが、第一種踏切では約 1％、第三種踏切では

約 24％、第四種踏切では約 22％減少しており、第一種踏切より第三種踏切と第四種踏

切が大きく減少しています。なお、現在第二種踏切は 1 箇所もありません。 

 

 踏切数減少の推移 全国の踏切数は毎年減少している 

34,058(97) 

34,142(98) 
33,967(97) 

33,710(96) 

33,655(96) 

33,528(96) 

（ ）内は平成 18 年度を 100 とした数値 

（箇所） 

34,252(98) 
34,547(99) 

34,952(100)
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出典：一般社団法人日本民営鉄道協会「大手民鉄の素顔」（平成 27 年 10 月） 

※（ ）中の数値は鉄道局資料による平成26年度末の種類別の踏切数 

図 2 踏切事故件数の推移（鉄道局資料より） 

第一種踏切  

踏切警報機、踏切遮断機が設置さ

れているか、または踏切保安係が

配置されている（29,836 箇所） 

第二種踏切  

一定時間を限り踏切保安係が踏切

遮断機を操作する 

（現在はありません）  

第三種踏切 

踏切警報機と踏切警標が

ついている（775 箇所） 

第四種踏切  

踏切警標だけの踏切で、列車の

接近を知らせる装置は無い

（2,917 箇所） 

 
各年度における踏切事故件数の推移は、踏切数の減少などにより減少傾向にありま

す。 

また、踏切事故が最も発生している踏切の種別（下欄「参考」参照）は、踏切警報

機や踏切遮断機が整備されている第一種踏切となっています。 

踏切種別での事故件数推移 第一種踏切での発生が最も多い 

参考 踏切の種別 

（ ）内は平成 18 年度を 100 とした数値 

 

 

291(100) 271(93) 246(85)
292(100)

243(84)

277(95) 251(86) 246(85)
212(73)

16(100) 19(119)
13(81)

15(94)

7(44)

11(69)
9(66) 6(38)

9(66)

64(100) 62(97)

55(86)
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 事故の原因の推移 事故原因は直前横断が多い 

踏切事故の原因として最も多いものは、自動車等が列車の通過する直前に踏切内に進

入する「直前横断」となっており、そのほかには、自動車等が踏切を通過中に、「何ら

かの原因で停滞」、「エンジンストップ」、「落輪」というものが多くなっています。 

 事故における死傷者数の推移 

平成18年度以降の踏切事故における死亡者数と負傷者数はほぼ同数 

踏切事故における死傷者数の推移とその内訳は、平成 18 年度から平成 26 年度までの

死傷者 2,072 人のうち負傷者数は 1,035 人、死亡者数は 1,037 人でほぼ同数となってお

り、死亡者の割合がかなり高くなっているのが特徴です。 

図 3 踏切事故の原因の推移（鉄道局資料より） 

(件) 

※5「限界支障」とは自動車等が踏切の手前や先で停止した位置が不適切であったために、列車と接触し 

たものをいう。 

「側面衝突」とは列車の通過中に自動車等が進入して列車の側面に衝突したものをいう。 

図 4 踏切事故における死傷者数の推移（鉄道局資料より） 

（ ）内は平成 18 年度を 100 とした数値 
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～19歳

20～39歳

40～59歳

60～79歳

80歳～

発生年月 踏切種別 自動車等種類
列車通過本数

（本／日）

自動車交通量

（台／日）
自動車運転者等 列車乗客・乗務員 備　　　　　　　考

H18.3 第一種 小型乗用車 ６８ ４，０７０
運転者・

同乗者2名負傷
死傷者なし

乗用車が踏切から線路内に進入し、その後踏切に戻って線路外に出ようとしたが踏切に

戻ることができず線路内にとどまっていたため、列車と衝突した　①

H18.4 第一種 小型乗用車 ７０４ ８，４６７ 運転者死亡 乗客１２名負傷  

H18.5 第一種 普通乗用車 １８５ １３１ 運転者死亡 乗客６名負傷  

H18.11 第一種 小型乗用車 ６８６ ２，９２４ 死傷者なし 死傷者なし  

H19.1 第一種 軽トラ ック ９２ ２，２６８ 運転者死亡 乗客１名負傷  

H19.1 第一種 小型乗用車 １６３ １，３３３ 運転者死亡 死傷者なし  

H19.3 第一種 大型トレーラ ３１ ４，１０９ 運転者負傷
運転士１名

乗客５０名負傷
 

H19.6 第三種 軽トラ ック ２８ １９ 運転者死亡 死傷者なし  

H19.7 第一種 軽乗用車 １１７ １３，３３６ 運転者死亡 乗客４名負傷

乗用車の運転者が踏切と重なり合う交差点において、対向２車線を斜めに横切るように進行

しようと右折待ちをしていたところに、列車の接近に伴い警報機が鳴動し遮断かんが降下して

踏切内に乗用車を停止させたままの状態になったため、列車と乗用車が衝突した　①

H19.8 第一種 小型乗用車 ７８ ３３６ 運転者死亡 乗客１名負傷  

H19.11 第三種 普通乗用車 ４２ ４４ 運転者負傷 死傷者なし  

H20.1 第一種 軽乗用車 ２６ ２，３６４ 死傷者なし 死傷者なし
列車が踏切に接近していたにもかかわらず踏切保安装置が作動せず、また交通信号機も

正しい現示をしない中、青信号に従い踏切内に進入した乗用車が列車と衝突した　⑥

H20.9 第一種 トラ ック ２３０ ４，９６７ 運転者負傷 死傷者なし  

H20.9 第三種 小型乗用車 ４９ １９ 運転者死亡 死傷者なし  

H20.12 第四種 トラ ック ２８ ２５９ 運転者負傷 乗員４名負傷
列車の通過直前にトラ ックが一旦停止をせずに踏切内に進入して、列車とトラ ックが衝突した

②⑤

H21.3 第三種 路線バス ８６ ６，５４０ バス乗客6名負傷 死傷者なし
踏切警報機が正常に作動していたにもかかわらず、バス運転者が踏切の直前で停止せず、右

を見ながらバスを踏切に進入させたことにより、左から走行してきた列車がバスと衝突した　②

図 5 事故関係者年齢別の踏切事故件

数(鉄道局資料より) 

平成22年度から平成26年度の5年間の自

動車が関係した踏切事故678件について、事

故関係者の年齢別の内訳は 20～39 歳が 165

件（24％）、40～59歳が 175件（26％）、60～

79歳が 264件（39％）となっています。 

なお、60 歳以上は 317 件で全体の 47％を

占めます。 

 関係者年齢別の事故件数 

踏切事故は60歳以上の運転者が関係するものが比較的多い 

 
これより当委員会が公表した事故調査報告書に基づく分析です。 

 

今回の 37 件の踏切事故の内訳は、踏切障害事故 16 件、踏切障害に伴う列車脱線事故

が 18 件、踏切障害に伴う列車火災事故 3件です。 

 件数 

678件 

21 件，3% 

165 件，

24% 

175 件，

26% 

53 件，8% 

264 件

39% 

運輸安全委員会において、平成 18 年 1 月以降に発生して調査を行った鉄道運転事故

のうち、平成 28 年 3 月までに報告書として公表した自動車等が関係した踏切事故 37

件の事故原因と概要は以下のとおりです。 

 表 平成18年以降の踏切事故の概要 

 平成 18 年以降に発生した踏切事故の概要 
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H21.4 第一種 普通乗用車 ６７ １４６ 運転者死亡
運転士１名

乗客２名負傷

遮断かんが降下した踏切内で乗用車が停止したこと、特殊信号発光機の停止信号現示に運転

士がすぐ に気付かず列車を踏切までに停止できなかったことから、列車が乗用車と衝突した

④

H21.8 第四種 ダンプカ ー ５８ ２５ 運転者負傷 乗客３名負傷  

H22.1 第一種 ダンプカ ー ９７ ８３３ 運転者負傷
運転士１名車掌１名

乗客４２名負傷
 

H22.12 第一種 小型乗用車 ４７４ １４，３１２ 運転者死亡 死傷者なし  

H22.12 第一種 軽乗用車 － １１７ 運転者負傷
客室案内係１名

乗客１名負傷
 

H23.2 第一種 小型ラ イ トバン １６ ３００ 運転者死亡 死傷者なし

故障したことにより遮断かんが降下した状態となっていた踏切にライトバンを通行させ

ようとした際に、列車在線状況の確認がされないまま遮断かんが上げられたためライト

バンが踏切に進入し、列車と衝突した　⑥

H23.11 第一種 ダンプカ ー － － 死傷者なし
運転士１名

乗客４名負傷

ダンプカ ーが踏切通過中にアクセルを踏んでも前に進めなくなり停止していたところ、列車が

ダンプカ ーに衝突した　④

H23.11 第一種 普通乗用車 １６５ ０ 死傷者なし 死傷者なし

踏切が交通規制で通行止めになっているにもかかわらず、運転者が通行止標識を見落と

して乗用車が踏切に進入し、乗用車が踏切から落輪したまま停滞して、乗用車が列車と

衝突した　②④

H25.2 第一種
自動車運搬用

トラ  ック
－ － 運転者負傷

運転士１名

乗客１５名負傷
列車が踏切を通過する際、後部を踏切内に残していたトラ ックの荷台に列車が衝突した　③

H25.4 第一種 軽乗用車 ４７４ ０ 死傷者なし 乗客１名負傷

運転者が踏切を通行できると考えて踏切に乗用車を進入させたものの、途中で通れないこと

を知り後退するが、ハンドル操作を誤り落輪をして踏切内に停車していた乗用車と列車が衝

突した（事例2）　①

H25.11 第一種 大型トレーラ － － 死傷者なし 乗客１０名負傷

踏切直近の交差点で停止信号により停止していた大型トレーラ が、荷台の後部及び荷台に搭

載していた鉄板を線路内に残したまま列車の進路を支障していたため、通過した列車がそれら

と衝突した　③

H26.3 第一種 トラ ック ６６ ５，３７７ 運転者負傷 乗客８名負傷  

H26.4 第四種 農耕用トラ クター ４０ ８ 運転者死亡 死傷者なし
小型特殊自動車の通行が禁止されている踏切に、トラクターが進入したものの通過しき

れず列車と衝突した　②⑤

H26.6 第四種 小型乗用車 ９０ １７ 運転者死亡 死傷者なし （事例4）⑤

H26.7 第四種 普通乗用車 － －
運転者・同乗者１

名死亡
乗客5名負傷 ⑤

H26.9 第一種 トラ ック ８６ － 運転者負傷 死傷者なし （事例1）

H26.10 第四種 歩行者 ４２ ６０ 歩行者死亡 死傷者なし

列車が踏切に接近して、踏切の踏切警報機が作動中に歩行者が踏切内に進入し、また踏

切を歩行している間も列車の接近や気笛に気付かなかったため踏切を渡りきる前に列車

と衝突した　⑤

H26.10 第四種 原動機付自転車 ９６ ９１ 運転者死亡 死傷者なし ⑤

H26.12 第一種 小型乗用車 ７４ ７５ 死傷者なし 死傷者なし
踏切の１００ｍ近く駅寄りの線路内に自動車が列車進路に対し横向きで停車をしていた

ため、列車が乗用車と衝突した　①②

H27.2 第一種 トラ ック － － 死傷者なし
運転士１名

乗客４４名負傷

トラ ックが搭載されているトラ ンスミッショ ンに異常が発生し、エンジンの動力が伝わらなく

なったことによる可能性が考えられる停止により踏切内に停止していたため、進行してきた列

車と衝突した（事例3）　④

H27.8 第四種 軽トラック ２５４ １３ 運転者死亡 死傷者なし （事例5）⑤

※列車通過本数及び自動車交通量の太字は、それぞれ1日100本以上の列車通過本数及び1000台の自動車交通量がある踏切であることを 示している

※備考の事例は今回ダイ ジェ ストで「事故調査事例」として紹介されている踏切事故事例である

※網掛けのある事例は平成26年度以降に調査対象に追加した第三種・第四種踏切で発生した死亡者１人以上５人未満の事故である

※上記踏切事故37件のうちH26.12の事故は、自動車が線路内に進入し、線路上で列車と衝突したものである

※備考中の赤丸数字は、下記の踏切事故の要因を 示している

9件, 

24% 

踏切事故の原因の過半数は自動車等の直前横断ですが、それ以外にも以下のような要

因がみられました。 

① 自動車等が踏切から線路内に進入したのち判断間違いなどにより道路に戻れなくな

り、列車と衝突した。 

② 自動車等が交通規制を無視して踏切に無理に入り、列車と衝突した。 

③ 車長が長い大型の自動車が踏切通過後、踏切から十分な間隔を空けずに停車をして、

車体後部等が列車と衝突した。 

④ 自動車等が故障などにより踏切内で動けなくなり、列車と衝突した。 

⑤ 第四種踏切で自動車等が列車の接近を正確に認識していない状況で通過を始め、列車

と衝突した。 

⑥ 踏切保安装置の故障時に自動車が踏切を渡り、列車と衝突した。 
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乗用車

軽乗用車

軽トラック・小型ライトバン

トラック

トレーラ

ダンプカー

バス

その他

負傷者あり

負傷者なし

負傷者あり

負傷者なし

 踏切事故にあった自動車等の種類 

乗用車・軽乗用車とその他の車による事故の割合は約 5割ずつ 

数

34
件数

37件 

13 件,34% 

踏切事故にあった自動車等

の種類を乗用車・軽乗用車と

それ以外の車に分けてみる

と、その割合はそれぞれ約5割

でした。 

 

 

図6 踏切事故にあった自動車等の種類 

5 件，

14% 
4 件，

12% 

2 件，

5% 

3 件，8% 
1 件，3% 

3件，

8% 

 大型の自動車と大型以外の自動車等（※6）が踏切事故にあった時の列車の乗務員・乗

客に負傷者が発生する割合の違いは以下のとおりです。 

6 件，

16% 

図7 列車が大型の自動車と衝突した場合

における列車内の乗客・乗務員の

負傷者発生状況（※7） 

  

17 件 68% 

2 件 17% 

10 件 83% 

※6 図 7 と図 8 における大型の自動車の定義は、車体の全長が普通乗用車より長い 5 メートル以上、ま

たは重量が普通乗用車より重い 2 トン以上としました。 

※7 図 7 で対象となっている 12 件の踏切事故のうち、路線バスが列車に衝突して、バスの乗客が負傷し

たが列車の乗客・乗務員の負傷者がいない事例が「（列車内の乗客・乗務員に）負傷者なし」に 1 件

含まれています。  

大型の自動車が踏切で列車と衝突をする場合、大型以外の自動車等が列車と衝突する

場合と比べて列車内の乗客・乗務員が負傷する割合が違い、大型の自動車による事故で

は負傷者の発生が多いとみられます。 

 踏切事故にあった自動車等と列車の乗客等の負傷者について 

 踏切事故にあう自動車等により列車の乗客等から負傷者が出る割合が違う 

件数

25件 

図 8 列車が大型以外の自動車等と衝突

した場合における列車内の乗

客・乗務員の負傷者発生状況 

  

8 件 32% 

件数

12件 


